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の の 場 の6′依存性(■Fl.1×105,1.6×105)oRθ数依存性(6′=0.12,0.23,0.35)を測定し,高見
の真球および高山の円柱と比較考察し以下の知見を得た。
ジャイロボールの抗力係数 の:NPBボールと同様に,全″ で4シー ムはEθ数が増加するにつれ




ボールの2シー ム,4シー ム共に の 値に顕著な差がみられ,縫い目の有無による影響を捉えた.
バックスピンする回転楕円体:SP依存性では,のは一定値をとった後,″が増加するにつれて
減少しその後一定値をとる傾向が見られた。また,のが減少する″ と一致が見られ相関関係が
ある。このことは,″が増加するにつれて,回転楕円体の下面の境界層の乱流化が促進されるこ
とにより剥離点が後方に移動することで,後流が下向きに形成されていたのが上方に移動したた
め,マグナスカが小さくなり,のは後流が小さくなることで減少したのではないかと推測される.
3Fl.6×105では6レが減少した後,負のマグナスカが発生する領域を捉えた。同様な傾向が真球 ,
円柱にみられ定性的一致が見られた。Rθ数依存性では,のは 2θ数によらずほぼ一定値を示し
た。αンは極大値をとった後減少傾向に転じ,負のマグナスカを捉えた.また,J9が増加するに
つれて正から負にきりかわるRθ数が低 Rθ数に移動し,6P依存性が見られた。しかし,真球 ,
円柱では,のが正から負に切り替わるだPにおいて θ勁 減ゞ少し相関関係が見られた.″依存
性に比べて真球,円柱共に Rθ数依存性の (%の減少量が少なかったことから,回転楕円体でも
の 減少している可能性が考えられ,詳細な検証が必要である.また,3件Rθ数依存性共にアスパ
クト比依存性がみられなかった。様々なアスペクト比で検証する必要があると考える。
